
 

          

 
 
 
 

 

労働局長と県福祉保健部長が社会福祉施設を視察 

～ 社会福祉施設の腰痛の増加を背景に ～ 

 

 「全国労働衛生週間」は、10月１日～７日に、労働者の健康管理や職場環境の改善など、

労働衛生に関する国民の意識を高め、職場での自主的な活動を促して健康を確保すること

を目的に毎年実施されています。 

 社会福祉施設で業務中の腰痛が増加している中、鳥取労働局（局長 河野
か わ の

 純伴
すみとも

）で

は、本週間の取組の一環として、鳥取労働局長が鳥取県福祉保健部長とともに積極的に腰

痛対策に取り組んでいる社会福祉施設を視察します。 

 

1. 目的 

 腰痛予防対策やメンタルヘルス対策などの社会福祉施設が抱える課題に対する積極

的な取組を視察し、好事例を県内施設へ発信するため 

2. 視察先 

 社会福祉法人こうほうえん いなば幸朋苑・新いなば幸朋苑 

  鳥取市浜坂２２８－１ 

3. 視察者 

 鳥取労働局長 河野 純伴 

 鳥取県福祉保健部長 松田 佐惠子 

4. 日時及び日程 

 平成 27年 10月６日（火）午後２時～３時 

  午後２時～    腰痛予防対策の取り組み（こうほうえんからの報告） 

  午後２時 15分～ いなば幸朋苑及び新いなば幸朋苑の施設内を視察 

  午後２時 45分～ 局長及び部長と施設関係者との意見交換 

  午後３時     終了 

 

※ 視察の取材は可能ですが、利用者等の方の映像はご遠慮ください 

  施設関係者の映像やインタビューは可能です 
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１ 社会福祉施設における「負傷による腰痛」発生状況の推移（鳥取県） 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

２ 社会福祉法人 こうほうえん 
米子市に本部事務局を置き、昭和 61 年から介護、保育、医療、障がいといった総合

福祉サービスを提供する社会福祉法人。 
事業所数は 12６か所、職員数は 2,256人（平成 26年 12月現在）。 
鳥取県内で５か所、東京都内で５か所の複合型施設を運営している。 
 

 ３ 視察場所 
 

 

（資料出所：労働者死傷病報告書） 
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